
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 5年 度  事 業 報 告 書

令和 5 年 7 月 1 日から  令和 6 年 6 月 30 日まで

特定非営利活動法人 TMAT
1 事業の成果

「災害時の緊急医療救援復興活動」
○令和6年 1月 1日 16時 10分頃、石川県能登半島で震度7・ M.7.6の地震が発生。同日23時に神奈川県、

阪府、千葉県、兵庫県から計4隊を先遣隊として派遣。現地調査より輪島市ふれあい健康センターにて
隊活動を決定。活動内容は主に①仮設診療所における診療、②ふれあい健康センター避難所内の
に対する巡回診療、③周辺避難所における巡回診療、④ふれあい健康センター避難所の環境整備 (ソ

ク
゛
、トイレ清掃など)を実施、医療支援活動は1月 のみで、1月 下旬からは診療を地元クリニック医

に引継ぎ、リハビリスタッフを加えて「臨時要介護者避難所」の対応を主とし活動を継続 した。
動は1月 3日 から2月 13日 までの42日 間で94名 の隊員を派遣。診療数703名

○令和5年 9月 9日 に発生したモロッコ中部地震について、翌日10日 は死者数が2000人近くに上り、震源地|

山岳部のため到達までに時間を要しているとのことで被害の拡大が予想された。9月 11日 に2名 の

遣隊を派遣 し、モロッコ王国アミミズにて現地調査を行ったところ、医療ニーズはなかったが被
地域の深刻な支援物資不足を確認。現地NGO及び日本人コミュニティと協力して物資支援を実施 した。

○前事業年度より継続しているウクライナ難民支援について、7月 3日 ～7月 6日 にモルドバ共和国内の
MATハ

°―け¶GOを訪問。2022年 4月 に実施 したクラウドファンディングで集めた支援金は現在モル ド
日本文化文明協会と協定を締結している期間 (2023年 7月 )で全て使用する形となるが、その支援
況の確認を実施した。今後の現地状況による支援を継続に関す協議を行った。

○鹿児島県徳之島で開催された「第37回徳之島トライアスロン2024」 に5名 の医療救護班を派遣。水泳
会場とゴール会場にて、救護活動を実施した。

OⅧO EMT認証向けたフィールドホスピタル及び医療支援体制構築のための整備を実施。

「国際医療協力ならびに海外からの医師及び看護師等の研修受け入れ」
本事業年度においては、当該事業の実施はなかった。

「災害医療、国際協力に関わる人材育成のための教育活動」
○国内災害支援コースは5回開催し、合計155名 の修了生を出すことができた。すべて対面にて実施。

月20日 に開催したコースでは、1月 に入っても申し込みがあり、能登半島地震の支援を受けて希望者
が増えたと考えられる。

○病院防災コースは7か所の病院で開催。病院幹部や院内の各セクションの代表者が積極的に参加 し

くれてお り、単なる防災訓練ではなく災害発生時に病院がすべき対応を、見直すきっかけとなっ

た。開催施設の中には委員会立ち上げのきっかけになったとの報告もあり。
○国際 (海外)災害医療支援 トレーニングコースを本年度1回開催。42名 の申し込みがあった、EMT認

証過程や、 トルコ・シリア大地震を受け、より多くの隊員育成が急務とされ、 トルコ・シリア大地
震の実例を素に1日 コースを作成。

OEMT認証に向けて、海外でも展開可能なフィールドホスピタル及びベースキャンプの設営・展開訓|
を実施。TmTが現在所持している装備品、資機材、大型テントについての使用方法や展開方法、
線について確認。検討課題が多数あるため引き続き準備を継続する。

○多機関災害時医療救助訓練 (ピースウィンズジャパン主催)に 7名 が参加。南海 トラフ地震を想定
た災害医療救助訓練を民間団体の連携強化を目的に開催 された。TMATと しても他機関との連携
―ムとしての動きについて確認できたため非常に貴重な機会となった。

○学会活動について、第29回 日本災害医学会学術集会 。総会に事務局2名 が参加。「ウクライナ危機に

対するモル ドバ共和国での活動事例」「2023年 トルコ 。シリア大地震医療支援活動から見えた課
題」「病院防災研修の効果」の3演題を発表。また、特別セッションとして トルコ保健省関係者も出
席する「トルコ大地震」と題 したパネルディスカッションが企画され、TmTか らは医師 1名 が登壇
した。

「この法人の活動に関する普及啓発、広報事業」
OTmTパンフレット「TmTの軌跡Ver.3」 を発行。昨年度の トルコ。シリア大地震から能登半島地震

掲載。関連施設や研修会参加者へ配布。 1年～2年 を目安に在庫管理 し、情報を更新 していく予定。
合わせて英語版も現在作成中。

○静岡県牧之原市で開催されたサーフィン大会の紹介ブースヘTmTか ら2名 が参加 し出展。パンフレッ
ト配布や活動動画の上映を行った。

「トルコ・シリア大地震」、「WHO会議 (ト ルコ・シリア大地震)」
「普及啓発 (湘南鎌倉医療大学)」 の

上はなされているが、前年度事業費の繰越のため、本事業年度の活動は無し



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の

金額

(千 円)

災害時の緊急医療

救援復興活動
令和6年能登半島地震

令和6年
1月 3日 から
2月 13日

石川県輪島市 94名 703名 10,192

災害時の緊急医療

救援復興活動
モロッコ中部地震

令和5年

9月 11日 から

9月 18日

モロッコ王国

アミミズ
2名

被災者
複数名

1,896

災害時の緊急医療

救援復興活動
ウクライナ難民支援

令和5年

7月 3日 から

7月 6日

モル ドバ共和国

キシナウ
1名 避難者複数名 129

災害時の緊急医療

救援復興活動

徳之島 トライアスロン救護

班

令和6年

6月 22日 から

6月 23日

鹿児島県天城町 5名
大会参加者複

数名
30

災害時の緊急医療

救援復興活動
EMT認証活動 第19期 中 千葉県四街道市 25名

TmT活動隊員
複数名

2,214

災害医療、国際協力

に関わる人材育成の

ための教育活動

国内災害医療支援 トレーニ

ングコースの開催 (5回 )

第19期 中に

5回開催

福岡県春日市

沖縄県中頭郡

奈良県生駒市

東京都千代田区

埼玉県羽生市

22名 155名 1,129

災害医療、国際協力

に関わる人材育成の

ための教育活動
病院防災コース (7回 )

第19期 中に

7回開催

大阪府吹田市

沖縄県中頭郡

鹿児島県大隅町

北海道新ひだか町

静岡県牧之原市

岐阜県大垣市

島根県出雲市

24名 175名 1,592

災害医療、国際協力

に関わる人材育成の

ための教育活動

国際 (海外)災害医療支援

トレーニングコースの開催

(1回 )

第19期 中に

1回
東京都千代田区 6名 42名 268

災害医療、国際協力

に関わる人材育成の

ための教育活動

展開訓練
令和5年
11月 19日

千葉県四街道市 26名 無 し 212

災害医療、国際協力

|こ 関わる人材育成の

ための教育活動

多機関災害時医療救助訓練
令和4年
12月 16日 から
12月 17日

広島県神石高原町 7名 訓練参加者 316

災害医療、国際協力

|こ 関わる人材育成の

ための教育活動

第29回 日本災害医学会にて
rmT活動に関する発表

令和6年

2月 22日 から
2月 24日 まで

京都府京都市 2名 学会参加者 99

この法人の活動に

関する普及啓発、

広報事業

「血Tハ
°
ンフレット作成と配布

令和6年
6月 1日

東京都千代田区 2名
7,000名

(配布数 )

430



この法人の活動に

関する普及啓発、

広報事業

牧之原市サーフィン大会
活動紹介・展示

|    |
伶和6年   L…「月16日

   「
回県牧之原市 2名 参加者複数名 14

(2)そ の他の事業

事業名 事 業 内 容 施
時

実

日

施
所

実
場

従事者
の人数

事業費の

金額
(千円)

該当事業なし 該当事業なし



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人TMAT
[税込](単位 :円 )

自 令和5年 7月 1日  至 令和6年 6月 30日

【経常収益】
【受取会費】
団体賛助会員年会費
正会員年会費
一般会員年会費
賛助会員年会費

【受取寄付金】
募金箱の収入
クラファン寄イ寸

寄附金

【事業収益】
事業収益 【国内災害医療支援】
事業収益 【病院防災】
事業収益 【国際災害】
その他事業収益

経常収益 計

【経常費用】

I事業費】
(人件費)

福利厚生費 (事業)

人件費計
(そ の他経費)

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)

旅費交通費 (事業)

車 両 費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

新聞図書費 (事業)

減価償却費 (事業)

諸 会 費 (事業)

租税 公課 (事業)

研 修 費
支払手数料 (事業)

支払報酬 (事業)

その他経費計

事業費 計

【管理費】
(人件費)

人件費計

(そ の他経費)

印刷製本費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品 費
接待交際費
租税 公課

支払手数料
その他経費計

管理費 計

経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益 計

【経常外費用】
経常外費用 計

税引前当期正味財産増減額
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

766,469

14,074,410

2,916,210

650,000

1,405,000

19,000 2,104,000

17,757,089

2,762,000

991,000

1,400,000

331,000

40,000

1,439,462

20,582,144

1,439,462

22,623,089

22,021,606
601,483

601,483
601,483

99,112,412

16,225

16,225

1,888,865

626,812
11,919,535

843,562

84,181

2,430,632

93,756

1,656,535

26,000

400

14,000

320,261

661,380

20,565,919

0

8,470

2,188

114,916

869,337

40,429

65,200

338,922

__壺 L里主型L



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 貸借対照表

令和 6 年 6 月 30 日現在

特定非営利活動法人 TMAT

(単位 :円 )

科
日
Ｈ 金 額

I 資産の部

1 流動資産

(1)現金 。預金

クラファン普通 :MUJG

郵便局振込 口座

普通預金 :三菱UFJ

普通預金 :SmC
外貨預金 :SttC

現金預金 計

(2)その他流動資産

外貨預金 :MUFJ

その他流動資産 計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器 備品

一括償却資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投 資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

預 り金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

36,127,672

25,804,016

31,980,600

77,053

13,159

94,002,500

9

9

94,002,509

4,258,682

1,452,704

5,711,386

0

0

94,002,509

713 895

0

5,71 386

0

0

0

0

0

0

99,112,412

601,483 99,713,895

99,713,895

99,713,895



財務諸表の注記
特定非常利活動法人 TMAT 令和6年 6月 30日 現在

【重要な会言1方針】
財務諸表の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日

(1)固 定資産の減価償却の方法
有形固定資産 :定率法

(2)消 費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

【・I業別||1益の状況】

2017年 12月 12日 最終改 !「  NPO法 人会計基準協議会)に よっています。

不十日
令和6年

能登半島地震

モロッコ地震
(先遣活動・

物資支援 )

トルコ・シリア
大地療

ククライナ
難民支援

徳之島
トライアスロ EMT認 証活動 国内支援コース 国際支援コース

ド

展
ル

ル
練

一
夕

訓

多機関災害時
医療救助副線

W‖0会議
(ト ルコ・シ
リア大地震)

学会活動
普及啓発

(サ
ーフィン大会 )

事業部門計 管理部門計 合 計

△ 13.558

△ 129.171

【固定
`t産

の増減内訳】

く有′:夕 固定資産)

什器  備 品

合計

病院防災コース
普及啓発

(湘南鎌倉医

"大学)



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 財産目録

令和 6 年  6 月 30 日現在

特定非営利活動法人 TMAT

(単位 :円 )

科
ロ
ロ 金

百
尺

″
■

I 資産の部

1 流動資産

(1)現金預金

現金手許有高

クラファン普通 :旧JG

郵便局振込口座

普通預金 :三菱UFJ

普通預金 :SBC
外貨預金 :SttC

現金預金 計

(2)そ の他流動資産

外貨預金 :ⅢFJ

その他流動資産 計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

什器 備品

一括償却資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

短期借入金

預 り金

未払金

前受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

36,127,672

25,804,016

31,980,600

77,053

13,159

94,002,500

Ｑ

ν
　

Ｑ

υ

94,002,509

99,713,895

4,258,682

1,452,704

5,711,386

∩
Ｖ
　

　

　

〈Ｕ

5,711,386

ｎ
ｖ
　

∩
ｖ
　

∩
ｖ
　

ハ
υ

ｎ

Ｖ

ハ
υ

99,713,895



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和5年度 年間役員名簿
令和 5年 7月 1日 から 令和 6年 6月 30日 まで

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

生立左営2Ш塵盤型二重聖墜エ

役 名 氏 名
前事業年度内の

就任期間
報酬を受
けた期間

理  事
フクシマ

福島
ヤスコシ

安義
令和5年 7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無し

理  事
フクダ

福田

コウ

貝

令和5年 7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無し

理  事
ハシヅメ ケイ ト

橋爪 慶人
令和5年 7月 1日 ～
令和6年6月 30日

報酬無し

理  事
シミズ テツオ

清水 徹郎
令和5年 7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無 し

理 事
ヨシオカ

吉岡
サダアキ

貞朗
令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無 し

理 事
ムワナタンブエ

ミランガ
令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無 し

理 事
コウリキ シュンサク

高力 俊策
令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無 し

理 事
カワチ ジュン

河内 順
令和5年 7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無 し

理 事
イシカワ イチロウ

石川 一郎

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無 し

理 事
ヤギヌマ

人木沼

マサコ

正 子

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無 し

監 事
ハラノ カズョシ

原野 和芳
令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日
報酬無し

監  事
ミキ ヒロシ

三木 浩史
令和5年7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無 し

監  事
ホサカ ケイタ

保坂 慶太
令和5年 7月 1日 ～

令和6年6月 30日
報酬無 し



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 6 年 6 月 30 日現在

特定非営利活動法人 TMAT

氏   名

1 高柳 玲  

2 出ロ ー海

3 川添 陽介

4 久保山 貴史

5 浅野 昌子  

6 阪木 志帆

7 高松 春菜

8 佐伯 友梨子

9 吉川 瑞帆

10 渡会 輝美

11 宮下 千佳




